
泌 尿紀 要36:581-585,1990 581

転 移 性 腎 腫 瘍 の1例

 - 本邦報告74例 の考察 - 
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A 76-year-old man, who had undergone surgery for lung cancer, was referred to our depart-
ment for further examination for left renal mass. Exploration was done through a transperitoneal 
approach and the left kidney was removed. A metastatic renal tumor originating from a pulmo-
nary squamous cell carcinoma was diagnosed histologically. 

   There have been 73 reported cases with metastatic renal tumor in Japanese literature and we 
reviewed the pathogenesis and treatment of this rare entity.

(Acta Urol. Jpn. 36: 581-585, 1990)
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緒 言

他臓器の悪性腫瘍からの転移性腎腫瘍は,剖 検でよ

くみられるが,患 老が生存中に診断されることは比較

的まれである.し かし最近,画 像診断技術の進歩にと

もない,臨 床的に転移性腎腫瘍 と診断される症例が増

加している.わ れわれは,肺 癌の術後2年 目で患者生

存中に腎転移を認め,腎 摘除術を施行した症例を経験

したので若干の文献的考察を加えて報告する.

症 例

患 者:76歳,男 性,洋 服製造販売業

主 訴=腹 部不快感 ・体重減少 ・食欲不振

家族歴:特 記すべきことなし

既往歴:1985年9月9日 右肺癌にて奈良県立医科大

学附属病院第3外 科で右中下葉切除術の施行をうけて

いる.病 理組織学的診断は扁平上皮癌(moderateiy

differentiatedpT3N2MO)で あった.術 後,CDD

P・doxorubicinに よる補助化学療法を4コ ース施

行された.

現病歴=1986年8月 頃 よ り腹部不快感が出現 し,

1987年5月 頃 よ り体 重減 少,食 欲 不 振 を認 め たた め 当

院第3外 科 を 受診 した.腹 部CTス キ ャ ンに て左 腎

中部 か ら下 極 背 内側 に直 径 約3cmの 腫 瘤 陰影 を 認 め

たた め,左 腎 腫瘍 の 疑 いに て1987年8月5日 に 当科 へ

紹介 され,同 年8月24日 入 院 した,

入 院 時現 症:体 格 栄 養 と もに 中等 度.右 腋下 部 に 肺

癌 の 手術 痕 が認 め られ るが,腹 部 所 見 では と くに異 常

はみ られ ず,両 側 腎 は触 知 しなか った,表 在 リンパ 節

も触 知 せず,外 性 器 に も異 常 は認 め られ なか った.

入 院 時検 査所 見=末 梢 血 所 見 に異 常 な く,血 液 生 化

学 的 検査 成 績 で は,Cr1.9mg/dlと 軽 度 高値 であ る

以外 に異 常 所 見 は認 め られ な か った.そ の他 の血 液 所

見で は,ESR103mm1126rnm,CRP7.6mgldl,

α2Glbl5.1%と 炎 症反 応 の 充進 を 示 す所 見 が み られ,

またIAPが1,093μg/mlと 高 値 で あ った.腎 機

能検 査 は,CCr54.5ml/min.PSPl5分 値16%,

120分 値59%と 軽 度 の 腎機 能 低下 を 認 め た.尿 所 見 は,

pH6.0,glucose(一),protein(一),沈 査RBCO～

11hpf,wBCo～11hpf,細 菌培 養(一),細 胞 診class

IIで あ った.

レ線 学 的所 見:腎 摘 出 術術 前 の 胸部 レ線像 では,肺
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癌 の 再 発 を疑 わ せ る 明 らか な 異常 陰 影 は,認 め られ な

か った.排 泄 性 尿 路 造 影 でウよ,左 下腎 杯 の 偏 位 お よ

び一一部 腎 杯 の欠 損 が み られ,下 極 に 一致 して 占拠性 病

変 の存 在 が認 め られ た(Fig.1),腹 部CTス キ ャ ン

に て 左腎 中 部か ら下極 背 内側 に か けて 直 径 約3cmの

内 部がheterogeneousでenhanceさ れ ないlow

densitymassが 認 め られ た(Fig.2).選 択 的 左腎 動

脈 造 影 で は 左腎 動 脈 は2本 認 め られ 下 位 の 左腎 動脈 は

腫 瘍 の 栄 養血 管 とな り,レ 線 上hypervascularな 腫

瘍 陰 影 が認 め られ た(Fig.3).腹 部 超音 波 検 査 で は

ノ1三腎 中 部 か ら 下 極背 内側 にhypoechoicな 占拠 性 病

変 が 認 め られ た(Fig.4).以 上 よ り原 発性 また は 転

移 性 腎 腫瘍 の疑 い に て,1987年9月10日,全 身麻 酔 下

に経 腹膜 的 左 腎 摘除 術 お よび腎 門 部 リ ンパ節郭 清 術 を

施 行 した.

手術所見1腫 瘍は腎に限局してお り周囲臓器との癒

着もなく腎外への浸潤もみられなかった.腎 門部 リン

パ節の腫脹も認めなかった,

肉眼的所見:摘 出腎はlI5×60×48mmで 重量は

2429で あ り,割 面は腎中部から下極 にかけて淡黄色
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藤本,ほ か:転 移性腎腫瘍 ・肺癌

で一部壊死に陥った境界不鮮明な腫瘍が認められた.

病理組織学的所見:摘 出腎の組織像では,一 部に角

化をともなった扁平上皮性の腫瘍細胞が結合組織内に

増殖 し,癌 真珠を形成 している ところも認 め られた

(Fig.5(a)).な お,1985年9月 に摘出した肺の腫瘍

部気管支粘膜の組織像は,粘 膜面に一部角化をともな

った扁平上皮性の腫瘍細胞が巣状に増殖しており,癌

真珠の形成も認められる中等度分化型扁平上皮癌であ

った(Fig.5(b)).ま た摘出した腎門部リンパ節には

腫瘍細胞は認め られなかった.以 上より,肺 癌を原

発とする転移性腎腫瘍(moderatelydifferentiated

squamouscellcarcinomapT2NOMO)と 確定診

断した.

術後経過1術 後19日 目の胸部 レ線像にて,左 下肺野

に再発と思われる腫瘤陰影が出現し,次 第に増大の傾

向を認めたため,積 極的な治療は施行せず,1987年10

月10日 当科を退院した.な お,1989年7月 現在,肺 腫

瘍の増大を認 めなが らも患者はとくに自覚症状もな

く,外 来にて経過観察している.

TableLAgeandsexdistributionofthe
metaStatiCrenaltumOr.
(74cascsinJapan)*

583

Age
MaleFemaleTotal
No.ofcasesNo.ofcasesNo.ofcases(%)

O～9

10-19

20-29

30～39

40-49

50～59

60-69

70～79

80-89

0

0

0

4

8

11

10

3

1

0

0

3

11

9

6

4

0

0

0(0)

0(0)

3(4.3)

15(21.4)

17(24.3)

17(24.3)

14(20.0)

3(4.3)

1(1,4)

Total(%)37(52.9) 33(47.1) 70(100)

考 察

剖検 例 で は転 移 性 腎腫 瘍 は 比 較的 高 率 に認 め られ,

Wagleら1)に よる と剖 検4,413例 中81例(L8%),ま た

Klingerら2)に よる と5,000例 中118例(2.4%),森 ら3)

の719例 中135例(18.7%)と 報 告 者 に よっ て多 少 のば

らつ きが 認め られ る.腎 は 肝,肺,骨,お よび 副腎 に

つ いで 転移 を受 け や す い 臓 器 で あ るが4),臨 床的 に 転

移 性 腎 腫瘍 と診 断 され る こ とは比 較 的 まれ で あ る,こ

れ は 腎 へ の転 移 は血 行 性 転移 が 多 い ため,糸 球 体 毛細

血 管 が 腫瘍 塞 栓 に よって 閉 塞 され る ため に 腎 杯 ・腎 孟

への 浸 潤 が遅 く,粘 膜 で の潰 蕩 形成 も起 こ しに くい た

め,臨 床 症 状 の 発達 が 遅 る ことに起 因 して い る と考 え

られ る5,6).ま た,転 移 巣 の腎 に よる 自 ・他 覚 症 状 が

出現す る頃 に は広 範 な 他 臓器 へ の転 移 に よ り全 身状 態

が 悪化 し死亡 してい る ことが ほ とん どで あ る7).

わが 国 に お いて 過 去 に転 移 性 腎腫 瘍 と診断 され た臨

床例 は,わ れ わ れ が 調べ えた 限 りで は 自験 例 を 含め て

74例 で あ った9-24・27・29-33)性 差 は記 載 あ る70症 例 で男

性37例(52,9%)女 性33例(47.1%)と や や 男性 に 多

く,年 齢 分布 は40～49歳,50～59歳 が お の お の17例

(24.3%)と も っと も 多 く,つ い で30～39歳 が15例

(2L4%)で あ った が,男 性 で は50歳 代,女 性 で は

30歳 代 が も っ とも多 く性 別年 齢 分 布 に 差 が み ら れ た

(Tablel).原 発 巣は 肺 癌 が26例(35.1%)と も っ

と も多 く,以 下 子 宮癌20例(27.0%),食 道癌6例(8.1

%)お よび 甲状 腺癌5例(6.8%)な どで あ る.原 発

申Nottobe皿etioned:4cases

Table2. ClassificationQftheoriginalorgans

andtheirhistologicaldiagnosisofthe

rnetaStaticrenaltumOr.

Originalorgan
No,ofHi

stologica且diagnosiscases

Lung(26).

Uterus(20)

Esophagus

Thyroid(5)

Stomach(3)

Maxilla

Rectum

Parotidg1,

Sublingua且9監.

Buecalmucosa

Colon

Liver

Duodenum

Ureter,Urinarybtadder

Testis

Branchia

Pancreas

{

SCC

Adenoca.

Undiffer.ca.

Unknown

Chorioca.

SCC

Basalcellca.

SCC

Adenoca.

Unknown

Papillaryadenoca,

Follicularadenoca,

Adenoca.

Unknown

SCC

Adenoca.

Ma皇ignantmixedtumor

SCC

SCC

Adenoca.

Hepatoceltularca,

Adenoca.

TCC

Seminoma

SCC

Insuhnomaand

Glucagonoma

18

3

3

2

16

3

1

4

1

1

3

2

1

2

2

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

*():totalcasesofeachorgan
,<abbreviation>SCC;

SquamousceLlcarcinoma,TCC,Transitionalcellcarci・

noma,undiffer・undifferentiated,ca,,carcinoma,gl.;gland

巣 組 織 型 で は,肺 癌 の 場 合 は,26例 中 扁 平 上 皮 癌 が18

例(69%)と も っ と も 多 く,子 宮 癌 で は20例 中 で 絨 毛

上 皮 癌 が16例(80%o)と つ ぎ に 多 い.ま た74例 全 体 で

は 扁 平 上 皮 癌 が30例(41例)と,転 移 性 腎 腫 瘍 は 扁 平
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上 皮 癌 原発 が も っ と も多 い(Table2).

左 右 差は 記 載 の あ る64例 に つい て,右 側25例(33.8

%),左 側28例(37.8)%,お よび 両 側15例(21.6%)

と左 右 差 は認 め られ なか った,転 移 性 腎腫 瘍 に お け る

主 訴 は 記 載 あ る62症 例に つ い て延 べ 症 例数 で比 較す る

と,血 尿 が40例(60.6%),側 腹 部 ・背 部痛 が34例(51.5

%)と 多 く,ほ か に 腫 瘤触 知5例(7.6%),発 熱5

例(7.6%),お よび 無 尿2例(3.0%)な ど と な って

お り,主 訴 は 原発 性 腎腫 瘍 と差は ない よ うであ る8・9〕.

血 液 検 査 所 見 に おい て は血 沈 の充 進,貧 血,CRPの

上 昇,お よび 白血 球 増加 な どで あ り,転 移 性 腎 腫瘍 に

特 異 的 な もの はみ られ ない.尿 細 胞 診 陽性 例 も9例 に

認 め られ て い る.ま た,尿 検 査 では12例 に蛋 白尿 が認

め られ て い る が,Wagleら に よ る と81例 中80例 に 蛋

白尿 を認 め た と報 告 してい る1).

転移 性 腎 腫瘍 の 診 断 にお い て重 要 な こ とは,上 記 臨

床症 状 に 加 え て画 像 診断 が そ の中 心 とな る.排 泄性 尿

路 造影 所 見 で は異 常 は,多 くは 占拠 性病 変 の 存 在 を疑

わ せ る腎 杯 ・腎孟 の 圧排 や 変 形像 で あ るD.CTス キ

ャ ンでは,plain像 に お い て 内部 が不 均 一 なlowden-

sityareaと して認 め られ るが,enhancedCTで は

enhanceさ れ な い こ とが 多 い7・25・2G>.血管 造 影 で は

hypovascularあ る いはavascularの ことが 多 いが,

転 移性 腎 腫 瘍 の なか で も,原 発 巣が 肺未 分 化 癌,甲 状

腺 未 分化 癌 お よび子 宮絨 毛 上 皮癌 な どで はhypervas-

cularpatternを 示 す ものが あ り,一 般 に扁 平 上 皮癌

はhypovascularの こ とが 多 い9,27・?8).ま た 剖 検的

に 腎 へ よ く転 移す るの は未 分 化癌 で,肺 癌 の腎 転移 に

お い て も同様 の こ とが い われ て い る29).

治療 と予 後 につ い て は,記 載 あ る63症 例 につ い て 腎

摘 除 術45例(71.4%a),腎 部 分 切除 術1例(1.6%)と

外科 的処 置 の 施行 され て い る症例 が45例(73.0%)で

あ った(Table3).腎 摘 除 術 術 後 の予 後 に つい て は,

Table3.Treatmentforthemetastatic

renaltumor.

Treatment No.ofcases(%)

Surgica畳treatment

Nephrectomy

(withTAE・)

Partia量Nephrectomy

Non・surgicaltreatment

TAE

Chemotherapy

Irradiation

Non-treatment

46(73.0)

45(71.4)

3(4.8)

1(1.6)

17(27.0)

2(3.2)

4(6.4)

3(4,8)

8(12.7)

.TAE:Transcatheterarterialembolization

(63casestobementioned)

腎摘除術後から死亡までの期間でみると,予 後の記載

ある28症 例に関して1年 以内に死亡 した症例が26例

(93%),ま た この うち3ヵ 月以内の死亡例が15例(54

%)と,ほ とんどは1年 以内に死亡し,過 半数は3ヵ

月以内に死亡 している,前 田ら3ωの報告では腎摘出群

の1年 生存率が43.9%,2年 生存率が32.9%で 非腎摘

出群では各々が6.1%,0%と 非腎摘出群の予後が悪

いとしている.転 移性腎腫瘍は明 らか に予後が悪い

が,他 に転移を認めず,片 側性のものであれば,腎 摘

除術も考慮すべきであろう.自 験例ではおこなわれて

いないが,手 術不能症例や血尿症例に対しては腫瘍の

縮小効果,お よび止血などを目的に腎動脈へ抗癌剤の

注入および塞栓術も有用であ り,術 前に補助療法とし

て施行されている症例も散見される9・31-34).

近年の画像診断の進歩にともない,担 癌患者への注

意深い観察と長期間に渡る厳重な経過観察によって転

移性腎腫瘍の早期発見をもたらすとともに,さ らに予

後の向上につながるものと考える.

結 語

76歳 男性で肺癌の術後2年 目に発見された転移性腎

腫瘍に対 して腎摘除術を施行した1例 を経験 したの

で,若 干の文献的考察を加えて報告した.

本 論文の要 旨は,第123回 日本泌尿器科学会関西地方会 に

おいて報告 した.
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